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牛首断層南西部地域の活動履歴調査（３）－牛首・水無トレンチ調査結果－
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Abstract: Based on trenching surveys in Shirakawa Village and Toga Village, we identified three 
faulting events on the southwestern part of the 60-km-long NE-trending Ushikubi fault, northern Central 
Japan. It was made clear that the latest event occurred about 1,000 years ago and the penultimate event 
occurred about 3,400-5,500 years ago. From these event ages, the recurrence interval is estimated as 
2,400-4,500 years.

キーワード：活断層，古地震学，牛首断層，富山県，岐阜県，トレンチ調査
Keywords: active fault, paleoseismology, Ushikubi fault, Toyama Prefecture, Gifu Prefecture, trenching 
survey

１．はじめに

牛首断層は，岐阜県大野郡白川村から富山県中新

川郡立山町に至る，長さ約 60 km の右横ずれ断層で

ある．南側には約 10 km の間隔をおいて，跡津川断

層が並走する．また，牛首断層の金剛堂谷以北から

東北東に万波峠断層が分岐し，走向延長方向に約

10 km のギャップを挟んで茂住祐延断層が分布する

（第 1 図）．牛首断層の西端は NNW-SSE 方向に延び

る御母衣断層系によって断たれる．東端は立山町小

見付近で地形的に不明瞭となるが，常願寺川に沿っ

て走向延長方向に約 7 km のギャップを経て，早乙女

岳断層が分布している（活断層研究会編，1991）．巨

視的に見ると，跡津川断層系を構成するこれらの右

横ずれ断層は，御母衣断層や阿寺断層等の左横ずれ

断層と共役関係にある．

牛首断層についての研究は，野沢ほか（1975），野

沢（1978），藤井・竹村（1979）等があるが，いずれ

も大局的な運動方向や活断層露頭について述べたに

止まっている．活断層としての活動履歴については，

竹村・藤井（1984）により，「活動度は A 級で，更

新世末期以降に北西上がりの断層活動が数回起こっ

た」と推定されているのみである．

そこで，活断層研究センターでは，最新活動時期

をはじめとする牛首断層の活動履歴の解明を目的と

して，2002 年度（平成 14 年度）より同断層の活動

履歴調査を実施してきた（宮下ほか，2003a, b）．同

年に，断層南西部に位置する牛首および水無両地点

でのトレンチ掘削調査に着手したが，降雪のため中

断した．本稿では，2003 年に再開した両地点におけ

るトレンチ調査の結果を報告する．

２．トレンチ調査地点の概要

牛首トレンチ掘削地点は，岐阜県大野郡白川村の

牛首谷最上流部左岸にあり，牛首峠より 1.5 km 南西

に位置する（第 1 図）．段丘面上に，南落ち比高 2～
5 m の逆向き低断層崖が，左雁行しながら，全体と
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しては N80°E 方向に約 70 m 連続する．断層崖の基

部には深さ 1 m 程度の地溝が発達している．トレン

チは，段丘面の東端近くに位置する，断層の左ステッ

プによると推定されるバルジ状の高まりの両端で掘

削した．東側のトレンチを牛首 A トレンチ，西側の

ものを牛首 B トレンチと呼ぶ（第 2 図）．

水無トレンチ地点は，富山県婦負郡利賀村の利賀

川最上流部，利賀ダム南側湖岸に位置する（第 1 図）．

竹村・藤井（1984）の地点 4 にあたる．段丘面上には，

南落ち比高 3～6 m の逆向き低断層崖が N55°E 方向

に約 50 m 連続する．トレンチはこの断層崖のほぼ中

央で掘削した（第 3 図）．

なお，牛首・水無両地点の位置および周辺の地形

の詳細については，宮下ほか（2003b）を参照された

い．

３．トレンチ壁面の観察結果

牛首 A，B および水無トレンチ壁面の写真と各地

層の
14C 年代を示したスケッチを， 第 4 図～第 8 図に

示す．また，
14C 年代測定結果を第 1 表～第 3 表に示

す．トレンチ壁面から採取した試料の
14C年代測定は，

すべて（株）地球科学研究所を通じて，Beta Analytic
社に依頼した．以下の記載では，とくに断りが無い

限り，1σの暦年較正値（cal yBP）を用いる．記載は，

牛首断層の南西端から，牛首 B トレンチ，牛首 A ト

レンチ，水無トレンチの順とする．

3.1 層相の記載

（1）牛首 Bトレンチ

トレンチの東西両壁面において，幅約 2 m の断層

帯が認められた．断層帯は，上方に向かって分岐し

発散するフラワー状構造を呈する．周辺の地形や壁

面における地層の分布形態等から，横ずれ成分が卓

越すると推定される．

トレンチ壁面に現れた地層を，上位より，1～5 層

に，また，断層帯中に分布し，大きく変形を被って

いる地層を f 層とした（第 4 図，第 5 図，第 1 表）．

1 層はトレンチ表層に分布する腐植質シルト層お

よび砂礫層を主体とする．層相の違いにより，1a～
1d 層に細分した．

1a 層は黒～黒褐色を呈する細礫混じり腐植質土壌

からなる表土層である．層厚は 20～40 cm 程度であ

る．西面のグリッド横軸 4.0～4.6 m 付近では，現地

表面の凹地の形状とほぼ平行に細礫が配列する堆積

構造が認められる．本層からは，280～0 cal yBP お

よび 420～290 cal yBP の
14C 年代が得られた．

1b 層は西面の横軸 2.5～3.7 m に分布する褐色の砂

礫層である．層厚は 20～30 cm である．礫径は

10 cm 前後のものが多く，基質は粗～細粒砂からな

る．礫は定向配列を持たず，基質の固結度が低いこと，

現在の斜面とほぼ平行な分布を示すこと等から，全

体が崩積性の堆積物であると判断した．本層からは，

520～490 cal yBP および 680～660 cal yBP の
14C 年代

が得られた． 
1c 層は西面の低断層崖基部の凹地を埋積する腐植

質土壌～腐植質シルト層である．層厚は最大で

40 cm 程度である．凹地の形状に沿うように，シル

ト層の挟みや細礫の配列からなる堆積構造が認めら

れる．本層からは，690～660 cal yBP および 1,300～
1,260 cal yBP の

14C 年代が得られた．

1d 層は西面の横軸 3.1～3.8 m に分布する灰褐色の

砂礫層である．最頻礫径は 5 cm 以下で，基質は粗～

細粒砂からなる．礫径，基質の粒度ともに 1b 層より

小さい．礫は本層全体の傾斜とほぼ平行に配列して

いる．基底部では酸化鉄の沈着によると思われる赤

褐色を呈する．下位の 4b’ 層を削り込んでおり，上

位の 1b 層には不整合に覆われる．本層は，後述する

f2 断層を覆うが， f3 断層には切られる．

2 層は 1a 層の下位に分布する砂層，砂礫層および

腐植質シルト層である．層相の違いにより，2a～2d
層に細分した．

2a 層は西面では横軸 0.5～2.5 m，東面では横軸 0.3
～5.4 m に分布する細～中粒砂層である．層厚は 30
～40 cm 程度である．灰～暗灰色を呈し，固結度は

低い．部分的に最大径 20 cm，最頻径 5～10 cm の亜

角礫を含む．

2b層は東面の横軸 3.3～5.2 mにおいて，下に向かっ

て凸型に分布する砂礫層である．中央付近の最大層

厚は約 70 cm である．3～15 cm の亜角～亜円礫を含

み，淘汰は悪い．基質は細粒砂～シルトからなる．

黄褐色を呈し，固結度は低い．塊状でラミナや礫の

配列等の内部構造は認められない． 
2c 層は東面の横軸 2.5～3.5 m に分布する腐植質シ

ルト層である．層厚は 20～30 cm である． f2 断層の

南側では，断層活動による著しい変形を被っており，

見かけ上 f2 断層沿いに南側に引きずり込まれる形態

を示す．本層からは，1,250～1,160 cal yBP から 1,290
～1,250 cal yBP の範囲に集中した

14C 年代が得られ

た．

2d 層は東面の横軸 3.5～3.7 m 付近，2c 層の引きず

りの延長上に断層面にレンズ状に挟まれて分布する

腐植質シルト層である．2c 層に比べると，腐植分は

かなり少ないが，肉眼で他の地層と区分できる程度

には腐植分を含む．本層からは，2,740～2,510cal 
yBP の

14C 年代が得られた．

3 層は東面の低断層崖側および北面に分布する砂

礫層である．露出している最大層厚は，東面で約

30 cm である．下位の 4 層を削り込んでおり，上位

の 2a 層には不整合で覆われる．3～20 cm の亜角～

亜円礫を含む．基質は粗～細粒砂からなり，大部分

は基質支持相を示す．また，本層下部には細粒砂を

主体とする部分が存在する．

4 層は段丘を構成すると考えられる礫層である．
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層相の違いにより，4a 層と 4b 層の 2 層に細分した．

4a 層は灰～黄灰色を呈する砂礫層である．層厚は

60～150 cm である．最大径 30 cm，最頻径 1～10 cm
の礫を含む．基質は細粒砂からなる．西面の低断層

崖側における砂層の傾斜は，現在の地表面とほぼ同

じ 20°S を示す．

4b 層は灰褐～暗灰褐色を呈する砂礫層である．層

厚は 120～150 cm である．最頻径 3～15 cm の礫を含

み，礫支持相を示す．基質は粗粒砂からなる．断層

帯の南側における砂層の傾斜は，現地形面とほぼ同

じ 10° 程度の北傾斜を示す．断層帯の近傍では，断

層に向かって引きずられるような礫の再配列が顕著

に認められる．本層からは，10,530～10,390 cal yBP
および 17,200～16,590 cal yBP の

14C 年代が得られた．

4a’ 層は東面の f1 断層と f3 断層に挟まれて分布す

る砂礫層である．内部にも f2 断層をはじめ数条の断

層面が認められ，これらに平行な強い面構造を有す

る．部分的に腐植質シルトを層状に含む．礫の配列や，

腐植質シルトの分布から， Y 面（主変位面）および P
面（最大伸長方向）からなる右横ずれ（上から見た

場合）の複合面構造が確認できる．本層からは，

11,570～11,330 cal yBP から 12,350～11,920 cal yBP の

範囲に集中した
14C 年代が得られた．

4b’ 層は西面の横軸 2.8～3.8 m 付近， f1 断層と f3
断層に挟まれて分布する砂礫層である．固結度は比

較的高い．全体として両断層面に平行な強い面構造

を有する． f1 断層と f2 断層の間では，腐植質な部分

を層状に含むことから，南に 60° 程度傾斜した層理

面を推定することができる．本層からは，18,710～
18,000 cal yBP から 21,150～20,310 cal yBP にわたる

幅広い
14C 年代が得られた．

5 層は断層帯の南側のみに分布するシルト層，砂

層および細礫層の互層である．それぞれの層厚は

20 cm 程度である．確認できる全体としての最大層

厚は，東面で約 70 cm，西面で約 40 cm である．最

上部は黄褐色を呈する細～粗粒砂層で，ラミナが認

められる．砂層の下位には，青灰色を呈し，粗粒砂

を基質とする基質支持相の細礫層が分布する．これ

らの砂層・細礫層は，ともに腐植質シルトの薄層を

挟む．東面ではさらに下位に砂層，腐植質シルト層

が分布する．5 層は全体として 10～15° 程度の北傾

斜を示す．断層帯の近傍では，急傾斜となる上位の

4 層と同様に，礫の再配列が著しい．本層からは，

20,820±90 yBP および 20,930±90 yBP（いずれも暦年

未較正）の
14C 年代が得られた．

f層は断層帯中に分布する砂礫層である．西面では，

断層帯の南部， f3 断層の南側に分布する，腐植分を

若干含む褐色の砂礫層である．上位の 1c 層下部とは

指交関係にある．トレンチ下部の横軸 4.0～4.1 m 付

近では，ほぼ水平な堆積構造が認められる．これに

対し， f3 および f4 断層の間では，この 2 条の断層面

の両側の地層が混在した層相を呈する．また，この

部分の礫の長径は，断層面沿いに配列している．配

列の程度は， f3 断層沿いの方がより強い．本層から

は，1,170～1,060 cal yBP から 1,720～1,620 cal yBP に

わたる
14C 年代が得られた．

本層は，東面では， f3 および f5 断層の間に分布す

る黄褐色砂礫層である．露出している最大層厚は約

2 m である．全体的に断層運動による変形を被って

おり，ほぼ垂直な方向と，約 30° 南傾斜方向に礫の

定向配列が認められる．これらは 4a’ 層中と同様に，

それぞれ Y 面および P 面に相当する右横ずれ（上か

ら見た場合）の複合面構造を構成している．

（2）牛首 Aトレンチ

本トレンチにおいても，断層崖基部の凹地に一致

する明瞭な断層帯が露出した．北東面では，幅約1.5 m
の間に数条の断層が分布し，その中に分布する堆積

物が断層活動により著しく変形している．周辺の地

形や壁面における地層の分布形態等から，断層は横

ずれ成分が卓越すると推定される．なお，北東面で

見られる断層帯は，北西壁面と南西壁面の境界部分

に連続するため，観察に適さなかった．したがって，

ここでは北東壁面についてのみ記載する．

トレンチ壁面に現れた地層を，上位より 1～6 層に，

また，断層帯中に取り込まれて著しく変形した地層

を，fa～fc の 3 層に区分した（第 6 図，第 2 表）．なお，

当初のトレンチ深度は断層の北側の 5 層の上部程度

であった．しかし，埋め戻しの際に，スケッチに表

現した深度まで増し掘りし，低下側での 5 層以下を

確認した．

1 層は黒～黒褐色を呈する腐植質土壌（表土）層

である．現生の植物根を多く含み，固結度が著しく

低い．

2 層は断層崖基部の凹地を充填する腐植質土壌お

よび腐植質シルト層である．層相の違いにより，2a
～2c 層の 3 層に細分した．

2a 層は断層崖基部の凹地最上部を充填する腐植質

土壌である．地表下 30 cm の位置に，下に凸な丸み

を帯びたお椀型に，薄い細礫層を挟む．本層からは，

490～330 cal yBP および 1,570～1,520 cal yBP の
14C

年代が得られた．

2b 層は 2a 層南東側下位にのみ分布する腐植質土

壌である．2a 層より若干腐植分が薄い．

2c 層は横軸 1.0～3.8 m に分布する腐植質シルト層

である．2a 層と接する部分およびその下位では，腐

植分を多く含み，灰色を呈する．斜面北西側では，

腐植質シルトと細粒砂を基質とし，2～10 cm の淘汰

の悪い亜角礫を含む砂礫層である．斜面上部側で砂

の含有比率が高く，黄褐色を呈するが，斜面基部に

向かうにつれて径の大きな礫を含むようになり，褐

色を帯びてくる．本層は 2a 層中部と指交するような

分布形態を示すことから， 2a 層の下部がすでに堆積

していた状態のときに，隆起側の斜面から崩積して
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きたものと考えられる． 
3 層は横軸 5～9 m から南東面北側にかけて分布す

る砂礫層である．1～10 cm の礫を含む．基質は粗～

細粒砂からなり，明褐～黄褐色を呈する．下部は砂

層からなる．固結度は低い．下位の 4a 層を不整合に

覆う．

4 層は段丘を構成すると考えられる砂礫層および

礫層である．層相の違いにより，4a 層および 4b 層

に細分した．

4a 層は黄褐色を呈する砂礫層である．1～15 cm の

淘汰の悪い亜角～亜円礫を含む．基質は細～粗粒砂

からなる．大部分は基質支持相である．

4a’ 層は横軸 2.5～3.3 m に分布する礫層である．基

質は，暗灰～暗褐色を呈する腐植質シルト，青灰色

シルト，褐色シルトが混在している．礫は 45° 程度

で南に傾斜した定向配列を示す．分布形態および層

相の類似性から，本層の少なくとも一部は，4a 層起

源であると推定される．

4b 層は黄褐色を呈する礫層である．最大径 40 cm，

最頻径 1～20 cm の淘汰の悪い亜角～亜円礫を含む．

基質は粗～細粒砂からなる．厚さ 10～20 cm の細～

粗粒砂層と細礫層との互層を挟む．また，厚さ 5 cm
程度の暗灰色を呈する腐植質シルト層を 2 層挟む．

断層帯の南東側では，層理面は現地形面にほぼ平行

な 10～20° 北傾斜を示すが，断層帯の北東側では，

ほぼ水平な構造を持つ．断層帯近傍では，北西・南

東両側とも見かけ上断層帯に向かって落ち込むよう

な，顕著な引きずり構造が認められる．本層からは，

16,120～15,540 cal yBP から 21,330～20,460 cal yBP に

わたる幅広い
14C 年代が得られた．

5 層は青灰色を呈するシルト層，細粒砂層，礫層

の互層からなる．また，厚さ数 cm の黒～黒褐色腐

植質シルト層を多数挟む．腐植質シルト層には，植

物片が多く含まれており，トレンチの北西面では直

立した灌木の株が確認された．上位の 4 層同様，断

層帯近傍では，断層帯に向かって落ち込むような引

きずり構造が認められる．本層からは，21,010±80 
yBP から 21,630±140 yBP（いずれも暦年未較正）に

わたる
14C 年代が得られた．

6 層は増し掘りした際に確認された砂礫層である．

細粒砂層と径 5～10 cm の比較的淘汰の良い礫層の互

層である．

fa 層は横軸 3.0～3.9 m の断層帯内部に落ち込んで

分布する．細礫を少量含む腐植質土壌～腐植質シル

ト層であり，腐植の含有量によって色調を異にする．

上部層は灰色を呈する腐植質シルト層を主体とする．

本層の中部には，黒色を呈する厚さ 5～10 cm の泥炭

層がほぼ水平に分布し，径 3 cm の木片が含まれる．

この泥炭層の上位および下位には，それぞれ厚さ

1 cm 程度の灰色砂礫層がほぼ水平に分布する．下部

層は灰褐色を呈する腐植質土壌であり，腐植質シル

ト，細礫を部分的に含む．本層は上位の 2c 層との境

界は明瞭ではなく，内部構造も認められない．下位

の fb 層および fc 層とは断層（fc 層とは一部は不整合）

で接する．本層からは，940～910 cal yBP から 3,400
～3,350 cal yBP にわたる

14C 年代が得られた．

fb 層は fa 層の南西側下方に，断層に挟まれて上下

方向に細長く分布する．紫がかった灰色を呈する腐

植質シルト層である．径 7 cm の木片を含み，その下

部では fa 層と似た色調を示す．本層からは，6,500～
6,420 cal yBP の

14C 年代が得られた． 
fc 層は断層帯に落ち込んだ地層のうち，下部を占

める礫層である．青灰～黄褐色のシルト～細粒砂を

基質とし，1～10 cm の礫を含む．断層近傍では，断

層面と平行に礫がほぼ垂直に配列している．本層か

らは，20,780±120 yBP（暦年未較正）の
14C 年代が得

られた．

（3）水無トレンチ

トレンチの東西両壁面において，断層帯が確認さ

れた．断層帯を構成する各断層面は，地表近くでは

より低角となり，断層帯全体としては上方に開いた

フラワー状構造を呈する北西側隆起の見かけ上逆断

層を示す．しかし，これらの断層は，トレンチ下部

ではほぼ垂直の 1 つの断層面に収斂するように見え

る．

断層の下盤側に分布する地層を上位から 1～9 層

に，断層の上盤側に分布する地層を上位から 10 およ

び 11 層に区分した．また，主断層面（f1 および f2
断層）の間に挟まれる地層を f 層とした（第 7 図，

第 8 図，第 3 表）．

1 層は黒～黒褐色を呈する腐植質土壌（表土）層

である．現世の植物根を多く含む．本層からは，550
～450 cal yBP の

14C 年代が得られた．1’ 層は北東面

の横軸 6 m 前後にのみ分布する．下位層を削り込む

凹地を充填する赤褐色シルト層である．固結度は低

い．凹地は人工改変により形成された可能性もある．

2 層は主に斜面を薄く覆って分布する砂礫層であ

る．褐～赤褐色を呈する固結度の極めて低い細粒砂

を基質とし，径 10 cm 以下の淘汰の悪い亜円礫を含

む．層相および分布状況から，崩積性堆積物である

と判断される．

3’ 層は南西面の横軸 3.1～5.9 m にのみ分布する．

橙色を呈するシルト層で，長径 80 cm に達する巨礫

を含む．固結度は非常に低い．以上の層相と f1 断層

より下盤側にのみ分布することから，本層は後述す

る 3 層を母材とした崩積性の堆積物であると判断し

た．

3 層は断層崖下部に厚く発達する橙色ローム層で

ある．全体的に無層理で，内部の堆積構造等は認め

られない．南西面の基底部では 3～10 cm の礫を比較

的多く含む．また，同面の横軸 3.5 m 付近では，下

位の 6 層を削り込んだ部分に礫が多く含まれること

から，一部はチャネルを形成していた可能性がある．
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北東面の下部では，長径が 1 m に達する巨礫を含む．

この巨礫の上面から南東側にかけては，若干の腐植

質部が存在する．以上の層相と f1 断層より下盤側に

のみ楔状に分布することから，崩積性の堆積物であ

ると判断した．なお，両側壁面において，合計 5 測

線（第 7 図，第 8 図）に沿って連続サンプリングを

実施し，テフラ分析を行った．その結果，K-Ah テフ

ラ（7.3ka：町田・新井，2003）起源のガラスを含み

始める層準を確認することができた．本層からは，

930～810 cal yBP から 12,110～11,680 cal yBP にわた

る幅広い
14C 年代が得られた． 

4 層は北東面の横軸 2.6～6.0 m にのみ分布する腐

植質シルト～細粒砂層である． 3 層に覆われ，下位の

7 層とは不整合関係である．本層からは，1 試料で

1,880～1,810 cal yBP および 3 試料で 5,590～5,470 cal 
yBP から 6,290～6,180 cal yBP にわたる

14C 年代が得

られた．1 試料のみが新しい値を示すことから，こ

の新しい年代値は信頼性を欠くと判断し，除外した．

以上より，本層の年代は，5,590～5,470 cal yBP から

6,290～6,180 cal yBP とした．

5 層は南西面では横軸 7.7 m 以南に，北東面では横

軸 6 m 以南に分布する礫層である．径 1～10 cm の淘

汰の悪い亜角～亜円礫を含み，基質は粗粒砂からな

る．灰～褐色を呈し，下位の 6 層および 7 層を削り

込んで堆積している．本層からは，740～680cal yBP
の

14C 年代が得られた．

6 層は南西面の横軸 2.0～8.4 m と北東面の横軸

5.8 m 以南に分布する細粒砂～シルト層である．南西

面での層厚は約 150 cm で，その中部に厚さ 5～
10 cm の粗粒砂層を挟む．上位の 3 層に整合的に覆

われる．一方，北東面での層厚は 50 cm 以下である．

全体の分布および堆積構造は，水平からわずかに北

西傾斜を示すが，南西面では断層帯に向かって，引

きずり上げられるように緩く傾斜する．本層からは，

520～490 cal yBP から 3,460～3,380 cal yBP にわたる
14C 年代が得られた．しかし，これらの年代値は上位

の 4 層の年代値よりも明らかに新しいことから，信

頼性を欠く値と判断した．

7 層は両壁面の下部に広く分布する礫層である．

灰～灰褐色を呈し，淘汰は悪い．両壁面の最南端部

では，それぞれ径 1 m に達する巨礫を含む．また，

北東面の f4 断層付近では，長径 30～50 cm 程度の礫

を多く含む．同面の横軸 6 m 以南では，礫の配列に，

これらが南方から供給されたことを示すインブリ

ケーションが認められる．全体の分布および礫の配

列が示す堆積構造はほぼ水平であるが，断層帯に向

かって，引きずり上げられるように緩く傾斜する．

8 層は両壁面の下部に分布する砂礫層である．黄

灰～茶褐色を呈する細～粗粒砂層，径 1～10 cm の淘

汰の悪い亜円礫を主体とする礫層が，それぞれ層厚

5～20 cm 程度で互層をなす．また，砂層中には暗灰

色を呈する腐植質シルトがレンズ状に挟まれる．7

層と同様に，全体の分布および堆積構造はほぼ水平

であるが，断層帯に向かって，引きずり上げられる

ように緩く傾斜する．本層からは，15,970～15,330 
cal yBP から 16,490～15,870 cal yBP にわたる

14C 年代

が得られた．

9 層は両壁面の最下部に分布する腐植質シルト層

である．青灰～暗灰色を呈する．本層からは，

17,730～17,130 cal yBP から 18,240～17,560 cal yBP わ

たるるの範囲に集中する
14C 年代が得られた．

10 層は断層の上盤側に分布する礫層である．径 5
～20 cm の淘汰の悪い亜円～亜角礫を含む．基質は，

褐色を呈し少量の腐植分を含む粗～細粒砂からなる．

固結度は低い．後述する基盤岩の 11 層を不整合に覆

う．本層からは，3,250～3,140 cal yBP の
14C 年代が

得られた．

11 層は断層の上盤側，10 層の下位に分布する．著

しく破砕された基盤岩である．原岩を推定すること

は困難であるが，少なくとも一部は石灰質片麻岩で

ある．f1 断層沿いでは，厚さ 5 cm 程度の白色の断層

ガウジを伴う．本層中にはこの他に，紫灰色，緑灰色，

黄土色の断層ガウジが観察される．これらの断層ガ

ウジは，上から見た場合に，Y 面および P 面からな

る右横ずれの複合面構造と考えられる分布を示す．

f 層は両壁面における主断層面沿いの下半部に分

布する．断層上盤側の断層ガウジと，下盤側の 8 層

～3 層が混ざり合った層相を呈する．含まれる礫は，

その径から，8 層ないし 7 層起源の礫であると推定

される．基質は粘土～シルトからなり，このうち粘

土分は断層ガウジ起源と判断される．固結度は比較

的高い．本層の低断層崖側には，上述したように断

層面を介して白色の断層ガウジが分布する． 

3.2 構造およびイベント層準の認定

断層活動イベントの認定については，各トレンチ

ごとに分けて記載する．なお，以下の記載において，

最新イベントから順に，イベント 1， 2 および 3 と呼

ぶ．

（1）牛首 Bトレンチ

本トレンチでは，逆向き低断層崖基部の溝状地形

と対応する，幅約 2 m の断層帯を確認した．壁面を

観察した結果，以下の 3 回の断層活動イベントが認

定できた．

イベント 1：西面において， f4 断層が f 層を切り，

1c 層の少なくとも中部には覆われる．東面において

は， f2 断層が 2c 層を切り，かつ断層沿いに引きずり

込まれており，2a 層に覆われる．以上より，西面に

おいては f 層堆積後，1a 層中部堆積前に，東面にお

いては 2c 層堆積後，2a 層中部堆積前に，それぞれ

イベント 1 が認定される．イベント 1 の年代は，西

面では f 層のうち最も新しい 1,170～1,060 cal yBP 以

降，1c 層中で，f 層と指交関係にある腐植質土壌を

覆う腐植質シルト層から得られた 690～660 cal yBP
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以前と判断した．東面では，断層に切られる 2c 層の

うち最も新しい1,250～1,160 cal yBP以降と判断した．

イベント 2：東面において，f1 断層が 4a’ 層と 4a
層を切り，2c 層に覆われる．したがって，4a 層およ

び 4a’ 層堆積後，2c 層堆積前にイベント 2 が認定さ

れる．イベント 2 の年代は，断層に切られる 4a’ 層
のうち最も新しい 11,900～11,290 cal yBP 以降で，こ

れを覆う 2c 層のうち最も古い 1,290～1,250 cal yBP
以前と判断した．

イベント 3：西面において， f1 および f2 断層が 4b’
層と 4b 層を切り，4a 層に覆われる．したがって，

4b 層および 4b’ 層堆積後，4a 層堆積前にイベント 3
が認定される．イベント 3 の年代は，断層に切られ

る 4b’ 層のうち最も新しい 18,710～18,000 cal yBP 以

降である．4a 層からは年代試料が得られなかったた

め，上限の年代は 1b 層の 520～490 cal yBP よりも古

いとしか言えない．

（2）牛首 Aトレンチ

本トレンチにおいても，牛首 B トレンチと同様，

逆向き低断層崖基部の溝状地形と対応するような，

幅約 1.5 m の断層帯を確認した．壁面観察の結果，

以下の 3 回の断層活動イベントを認定した．

イベント 1：fa 層および 4a’ 層を切る断層が，少な

くとも 2a 層中部には覆われる．しかし，fa 層の南東

側を切る断層が，2a 層下部と 4a 層との境界も切っ

ているか否かは判断しがたい．fa 層および上位の 4a’
層，2c 層は，分布形態から，断層活動の直後に崩れ

落ちてきた崩積堆積物と考えられる．一方，2a 層中

部には，現地表面の凹地の形状に調和的な，下に凸

の形態を持つ細礫層が挟まれる．少なくともこの層

準は，断層活動およびそれに伴う 2c 層の崩積の影響

を被っていないと判断した．さらに，この層準以上は，

イベント 1 で形成された断層凹地を充填したチャネ

ル堆積物であると解釈することもできる．以上より，

fa 層堆積後，2a 層中部堆積前にイベント 1 が認定さ

れる．イベント 1 の年代は，断層帯中に切られた fa
層のうち最も新しい 940～910 cal yBP 以降，2a 層中

部から得られた 920～780 cal yBP 以前と判断される．

ただし，2a 層中部の試料は，チャネルを充填する腐

植質土壌であるため，再堆積した地層である可能性

もある．

イベント 2：fc 層を切る断層が fa 層に覆われる．

fc 層中には，多数の断層面が認められ，これらに沿

うほぼ垂直な方向の礫の配列や面構造が多く観察さ

れるが，fa 層中にはそのような面構造は認められな

い．以上より，以上より，fc 層堆積後，fa 層堆積前

にイベント 2 が認定される．イベント 2 の年代は，

fc 層から得られた 20,780±120 yBP（暦年未較正）以降，

fa 層のうち最も古い 3,400～3,350 cal yBP 以前と判断

される． 

イベント 3：崖側の 4b 層中部を切る断層が 4b 層

最上部に覆われることから，4b 層中部堆積後，4b 層

最上部堆積前にイベント 3 を認定した．イベント 3
の年代は，断層に切られる 4b 層中の腐植質シルト層

から得られた16,500～15,920 cal yBP以降と判断した．

なお，イベント 3 とイベント 2 は，層位関係が不明

であり，年代幅が重なることから，両イベントが同

一である可能性がある．

（3）水無トレンチ

本トレンチでは，北西側隆起で上方に開いたフラ

ワー状構造を呈する見かけ逆断層状の断層帯が確認

された．主断層は f層の両側のもの（f1および f2断層）

である．これらの断層面の前面には，さらに 2 条の

断層面が認められる．さらに，崖側の基盤岩（11 層）

中にも 10 層中に達する断層面が存在する．壁面観察

の結果，以下の 3 回の断層活動イベントを認定した．

イベント 1：主断層面が 3 層を切り，2 層に覆われ

ることから，3 層堆積後，2 層堆積前にイベント 1 を

認定した．なお，南西面の 3’ 層と主断層との関係は

不明瞭であるが，分布状況と固結度の低さから，3’ 
層はイベント 1 に伴う崩積堆積物の可能性があると

考えられる．また，前述した 4 条の主要な断層面の

うち，少なくとも南西面においては，4 条すべてが 3
層を切っており，いずれもがこの時に活動したと考

えられる．イベント 1 の年代については， 3 層が崩積

堆積物で，得られた年代が直接地層の堆積年代を示

さないことから，北東面においてその下位にあたる

4 層のうち最も新しい年代値を採用して，5,590～
5,470 cal yBP 以降，2 層から得られた 930～900 cal 
yBP 以前と判断した．

イベント 2：3 層は主断層の下盤側にのみ楔状に厚

く分布することから，低断層崖から供給された崩積

堆積物であると考えられる．さらに，南東面では 3
層の基底に下位の 6 層を削り込むチャネルが分布す

ること，北東面では 3 層の下位にほぼ水平な腐植質

層（4 層）が分布することから，3 層堆積前には断層

付近に顕著な崖地形はなかったものと推定できる．

したがって，3 層堆積直前に低断層崖を著しく成長

させる必要があり，これをイベント 2 とする．この

解釈に基づけば，3 層はイベント 2 に伴う崩積堆積

物であるとみなすことができ，イベント 2 の年代は，

3 層の下位の 4 層の年代から，5,590～5,470 cal yBP
以降であると判断される．イベント 2 については，

直接断層の変形構造から解読したものではないため，

その信頼度については，他のイベントよりやや劣る

ものと考えられる．

イベント 3：南西面において，8 層を切る断層面が

7 層に覆われることから，8 層堆積後，7 層堆積前に

イベント 3 を認定した．イベント 3 の年代は，8 層

のうち最も新しい 15,970～15,330 以降，4 層のうち

最も古い 6,290～6,180 cal yBP 以前と判断した．
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４．牛首断層の活動履歴

各トレンチ壁面の観察結果から認定された断層の

活動時期を第 9 図にまとめて示す．

牛首地点と水無地点は，約 4.5 km しか離れていな

いこと，両地点の間に断層トレースのギャップが認

められないこと等から，両地点は同一の活動セグメ

ント（地質調査所活断層研究グループ，2000）とし

て同時に活動しているものとみなした．その上で，3
地点におけるトレンチから得られたそれぞれのイベ

ント発生時期の重複範囲を，調査範囲での牛首断層

の活動時期とした．その結果，断層の最新活動時期は，

940～910 cal yBP 以降，920～780 cal yBP 以前，それ

に先立つ 1 回前の活動時期は，5,590～5,470 cal yBP
以降，3,400～3,350 cal yBP 以前，2 回前の活動時期は，

15,970～15,330 cal yBP 以降，6,290～6,180 cal yBP 以

前となる．

また，断層の活動間隔は，最新活動と 1 回前の活

動の間が 2,430 年～4,680 年，1 回前と 2 回前の活動

の間は 590 年～12,620 年となる． 

５．まとめ

今回の牛首断層南西部地域におけるトレンチ調査

の結果，牛首断層の最新活動時期は約 1,000 年前に

限定されること，それに先立つ 1 回前の活動は約

3,400 年前～5,500 年前に生じたこと，これらから推

定される活動間隔は約 2,400 年～4,500 年であること

が明らかとなった．しかし，それ以前の活動時期に

ついては，年代の推定幅が十分に絞り込めなかった．

謝辞　本研究を進めるに当たり，岐阜県白川村役場

農林課，富山県利賀村役場総務企画課，富山県砺波

農地林務事務所治山課ならびに林業課の皆様には，

多大なるご協力を賜りました．ここに記して深く感

謝致します．
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第 � 表．水無トレンチの ��� 年代測定結果一覧表．
��������������������������������������������������������

第 � 表．牛首トレンチ � の ��� 年代測定結果一覧表．
���������������������������������������������������������



宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

122

宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

137˚00' 137˚30'E
36˚00'

36˚30'

37˚00'N

0 50 km

137˚ 138˚ 139˚

35˚

36˚

37˚

Toyama

Tateyama

Mozumi-Sukenobe f.

Ushikubi fa
ult

M
iboro fault system

Shirakawa

Ushikubi site
Mizunashi site

Atotsugawa fault

Saotomedake f.

Mannamitoge f.

第�図．牛首断層位置図．断層線の位置は新編『日本の活断層』による．陰影図の作成には国土地
理院発行の国土数値情報����メッシュ（���）を使用．�

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������



牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－

123

1
0
0
4

10
04

10
06

10
06

1
0
0
6

10
06

10
07

10
07

10
07

10
07

10
07

10
08

10
08

10
08

10
08

1
0
0
8

10
08

10
09

10
09

10
09

1
0
1
1

10
07

10
05

10
05

10
05

10
10

1
0
1
0

10
10

0 
   

   
   

 5
   

   
   

 1
0 

   
   

   
   

   
   

  2
0 

m

E
xc

av
at

ed
 s

oi
l

U
sh

ik
ub

i 
  A

 tr
en

ch
U

sh
ik

ub
i 

  B
 tr

en
ch

1
0
1
1
.
1

1
0
1
0
.
4

1
0
1
0
.
3

1
0
1
0
.
0

1
0
1
0
.
2

1
0
0
9
.
0

1
0
0
9
.
4

1
0
0
8
.
6

1
0
0
8
.
9

1
0
0
8
.
0

1
0
0
8
.
6

1
0
0
7
.
6

1
0
0
6
.
2

1
0
0
6
.
2

1
0
0
5
.
2

1
0
0
5
.
4

1
0
0
5
.
6

1
0
0
5
.
5

1
0
0
5
.
0

1
0
0
4
.
4

1
0
0
4
.
7

1
0
0
4
.
5

1
0
0
4
.
6

1
0
0
4
.
8

1
0
0
4
.
9

1
0
0
4
.
8

1
0
0
5
.
7

1
0
0
5
.
5

1
0
0
5
.
3

1
0
0
6
.
3

1
0
0
5
.
7

1
0
0
5
.
6

1
0
0
6
.
5

1
0
0
6
.
0

1
0
0
5
.
9

1
0
0
7
.
5

1
0
0
6
.
4

1
0
0
6
.
2

1
0
0
8
.
0

1
0
0
6
.
8

1
0
0
6
.
5

1
0
0
8
.
5

1
0
0
7
.
4

1
0
0
7
.
2

1
0
0
8
.
9

1
0
0
8
.
0

1
0
0
7
.
6

1
0
0
9
.
5

1
0
0
8
.
4

1
0
0
7
.
5

1
0
1
0
.
2

1
0
0
8
.
5

1
0
0
7
.
7

1
0
0
9
.
0

1
0
0
8
.
7

1
0
0
9
.
3

1
0
0
9
.
3

1
0
0
9
.
9

1
0
1
0
.
0

1
0
1
0
.
3

1
0
1
0
.
5

1
0
1
0
.
5

1
0
1
0
.
7

1
0
0
9
.
9

1
0
1
0
.
1

1
0
1
1
.
0

1
0
0
9
.
2

1
0
0
9
.
5

1
0
1
0
.
2

1
0
0
8
.
6

1
0
0
9
.
2

1
0
0
9
.
5

1
0
0
7
.
9

1
0
0
8
.
8

1
0
0
8
.
9

1
0
0
7
.
0

1
0
0
8
.
5

1
0
0
7
.
0

1
0
0
6
.
9

1
0
0
8
.
0

1
0
0
6
.
4

1
0
0
6
.
9

1
0
0
6
.
2

1
0
0
5
.
3

1
0
0
5
.
7

1
0
0
4
.
7

1
0
0
5
.
0

1
0
0
3
.
7

1
0
0
4
.
0

1
0
0
3
.
6

1
0
0
5
.
7

1
0
0
4
.
1

1
0
0
5
.
6

1
0
0
7
.
0

1
0
0
6
.
7

1
0
0
4
.
9

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
2

1
0
0
4
.
5

1
0
0
4
.
1

1
0
0
7
.
1

1
0
0
5
.
1

1
0
0
3
.
4

1
0
0
6
.
9

1
0
0
7
.
6

1
0
0
3
.
1

1
0
0
7
.
3

1
0
0
4
.
1

1
0
0
7
.
5

1
0
0
5
.
6

1
0
0
7
.
21
0
0
7
.
3

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
2

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
4

1
0
0
7
.
3

1
0
0
7
.
6

1
0
0
7
.
0

1
0
0
6
.
8

1
0
0
6
.
9

1
0
0
7
.
6

1
0
0
6
.
7

1
0
0
6
.
7

1
0
0
6
.
6

1
0
0
7
.
4

1
0
0
4
.
6

1
0
0
6
.
1

1
0
0
6
.
7

1
0
0
4
.
4

1
0
0
5
.
0

1
0
0
6
.
5

1
0
0
4
.
2

1
0
0
4
.
5

1
0
0
5
.
4

1
0
0
5
.
6

1
0
0
4
.
5

1
0
0
4
.
4

1
0
0
5
.
2

1
0
0
8
.
1

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
1

1
0
0
8
.
7

1
0
0
9
.
2

1
0
0
8
.
4

1
0
0
9
.
8

1
0
1
0
.
0

1
0
0
9
.
1

1
0
1
0
.
6

1
0
1
0
.
8

1
0
0
9
.
8

1
0
1
0
.
7

1
0
1
1
.
1

1
0
1
0
.
5

1
0
1
0
.
0

1
0
1
1
.
4

1
0
0
8
.
9

1
0
0
8
.
7

1
0
1
0
.
7

1
0
1
1
.
2

1
0
0
8
.
4

1
0
0
9
.
6

1
0
0
9
.
9

1
0
0
9
.
2

1
0
0
9
.
0

1
0
0
7
.
1

1
0
0
6
.
8

1
0
0
6
.
9

1
0
0
6
.
4

1
0
0
6
.
9

1
0
0
7
.
0

1
0
0
7
.
2

1
0
0
8
.
2

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
2

1
0
0
7
.
7

1
0
0
8
.
3

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
5

1
0
0
8
.
4

1
0
0
8
.
0

1
0
0
8
.
0

1
0
0
7
.
7

1
0
0
7
.
9

1
0
0
8
.
8

1
0
0
8
.
3

1
0
0
8
.
1

1
0
0
8
.
1

1
0
0
8
.
2

1
0
0
8
.
6

1
0
0
8
.
2

1
0
0
8
.
6

1
0
0
8
.
1

1
0
0
8
.
2

1
0
0
8
.
7

1
0
0
8
.
7

1
0
0
8
.
7

1
0
0
8
.
9

1
0
0
8
.
9

1
0
0
8
.
5

1
0
0
8
.
0

1
0
0
5
.
8

1
0
0
9
.
0

1
0
0
5
.
6

1
0
0
6
.
5

1
0
0
6
.
5

1
0
0
6
.
0 1
0
0
5
.
8

1
0
0
8
.
3

1
0
0
7
.
6

1
0
0
6
.
8

1
0
0
8
.
2

1
0
0
7
.
4

1
0
0
6
.
7

1
0
0
9
.
0

1
0
0
9
.
1

1
0
0
7
.
7

1
0
0
8
.
5

1
0
0
9
.
4

1
0
0
9
.
4

1
0
0
9
.
8

1
0
1
0
.
3

1
0
0
9
.
5 1
0
1
0
.
1

1
0
1
0
.
1

1
0
0
7
.
7

1
0
1
0
.
2

1
0
0
8
.
0

1
0
0
7
.
7

1
0
1
0
.
4

1
0
0
7
.
5

1
0
1
0
.
1

1
0
0
9
.
4

1
0
0
9
.
6

1
0
0
9
.
6

1
0
0
5
.
2

1
0
0
7
.
6

1
0
0
7
.
1

1
0
0
7
.
1

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
1

1
0
0
7
.
7

1
0
0
6
.
8

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
1

1
0
0
6
.
5

1
0
0
8
.
4

1
0
0
7
.
5

1
0
0
7
.
7

1
0
0
7
.
2

1
0
0
6
.
9

1
0
0
6
.
3

1
0
0
6
.
3

1
0
0
4
.
5

1
0
0
6
.
8

1
0
0
7
.
1

1
0
0
6
.
6

1
0
0
6
.
7

1
0
0
6
.
1

1
0
0
7
.
3

1
0
0
6
.
6

1
0
0
7
.
7

1
0
0
6
.
9

1
0
0
7
.
6

1
0
0
7
.
0

1
0
0
7
.
7

1
0
0
7
.
1

1
0
0
5
.
0

1
0
0
6
.
0

1
0
0
7
.
11
0
0
7
.
1

1
0
0
6
.
8

1
0
0
6
.
8

1
0
0
6
.
7

1
0
0
6
.
5

1
0
0
6
.
4

1
0
0
5
.
2

1
0
0
9
.
0

1
0
0
7
.
8

1
0
0
7
.
1

1
0
0
6
.
8

1
0
0
7
.
1

1
0
0
7
.
2

1
0
0
7
.
4

1
0
0
7
.
8

1
0
0
7
.
8

1
0
0
4
.
4

1
0
0
4
.
5

1
0
0
4
.
5

1
0
0
4
.
3

1
0
0
4
.
1

1
0
0
4
.
0

1
0
0
4
.
0

1
0
0
3
.
7

1
0
0
3
.
6

1
0
0
3
.
5

1
0
0
3
.
8

1
0
0
4
.
3

1
0
0
4
.
6

1
0
0
4
.
8

1
0
0
5
.
6

1
0
0
6
.
0

1
0
0
6
.
1

1
0
0
5
.
6

1
0
0
4
.
9

1
0
0
4
.
1

1
0
0
3
.
5

1
0
0
3
.
3

1
0
0
3
.
2

1
0
0
2
.
8

1
0
0
2
.
4

1
0
0
2
.
3

1
0
0
2
.
0

1
0
0
2
.
1

1
0
0
2
.
2

1
0
0
2
.
5

1
0
0
2
.
8

1
0
0
3
.
0 1
0
0
3
.
0

1
0
0
3
.
2

1
0
0
3
.
6

1
0
0
3
.
5

1
0
0
3
.
7

1
0
0
4
.
0

1
0
0
4
.
1

1
0
0
4
.
3

1
0
0
4
.
4

1
0
0
4
.
4

1
0
0
5
.
0

1
0
0
5
.
4

1
0
0
5
.
0 1
0
0
5
.
0

1
0
0
4
.
2

1
0
0
4
.
1

1
0
0
4
.
3 1
0
0
4
.
3

1
0
0
8
.
2

1
0
0
7
.
4

1
0
0
7
.
1

1
0
0
7
.
3

1
0
0
8
.
6

1
0
0
9
.
0

1
0
0
9
.
1

1
0
0
9
.
1

1
0
0
8
.
8

1
0
0
7
.
8

1
0
0
7
.
8

1
0
0
7
.
9

1
0
0
8
.
0

1
0
0
8
.
0

第
�図

．
牛
首
ト
レ
ン
チ
地
点
の
位
置
と
周
辺
の
地
形
．

��
��

��
���

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

�
��

��
��

�
��

��
��

��
��

��
��

��
���

��
�

��
��

��
���

��
���

��
��

�
��

��
��

���
��

��
��

��
��

���
��

��
��

�
��

�
���

��
��

�



宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

124

宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

907

907

908

908

908

909

909

909

909

911

911

911

912

912

912

910

91
0

910

910

91
0

0           5          10                     20 m

Excavated soil

Mizunashi 
   trench

�

909.1

907.6

909.8

910.6

910.4

908.6

906.7

911.8

913.0

907.7

907.5

907.4

908.8

909.7

909.5

913.0
912.9

913.1
913.0

912.6

913.1

912.6
912.6

912.7

912.0

912.8

911.8

911.8
912.4

910.8
910.0

911.7

909.6

910.3

908.9
908.7

908.6

908.7

908.8

908.8

909.1

908.9

909.4

908.7

909.0

909.5

909.1

909.2

909.8

909.2

909.4

910.0

909.5

909.7

909.9

910.0 909.9

909.7

909.8

910.2

909.2

909.4

909.7

909.0

908.8

909.3

909.7

908.3

911.0

912.8

912.3

912.4

909.2

912.6

912.0

910.9

912.6

912.3

912.1

912.4

912.5

911.7

912.7

912.0

911.7 911.9
912.2

911.6

911.6

911.9

912.3

911.5

911.9

911.5

911.4

910.4

910.4

909.7

908.6

909.9

909.6

908.0

907.6

908.4

907.3

907.4 907.0

907.2

907.5
907.0

907.3

906.8

907.4 906.9

907.6

907.7

908.5

908.5

909.0

909.7

908.9

909.4

910.0

909.3

909.8

909.8

908.9

909.3

909.1

908.2

908.8

908.6

907.5

908.2

908.0

906.8

907.5

907.6

906.4

907.1

906.9

906.6

906.3

906.3

906.8

906.2

906.0

906.7

906.3

905.9

906.5

906.1

905.6

908.6

905.6

905.6

910.5

907.3

905.4

912.0

909.7

907.4

912.1

911.5

909.5

912.2

911.3

910.7

911.3

911.5
911.2

910.6

909.5

908.5

911.9

912.1

911.5910.8

911.6

905.5

905.6
906.1

906.8

907.3
907.6908.3909.0

908.3

907.4

906.6

905.9
905.9

906.5

907.4

908.2

908.7

909.0

912.6

912.4

911.7

910.6

908.6

908.2

908.3

908.6
908.5

908.4

908.6

908.2

908.5

909.6

911.0

912.0

912.4

905.9

905.9

905.9

905.9 906.0

第�図．水無トレンチ地点の位置と周辺の地形．
�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������



牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－

125

N
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
S

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

10
53

0-
10

39
0

18
71

0-
18

00
0

19
02

0-
18

29
0

21
15

0-
20

31
0

68
0-

66
0 52
0-

49
0

13
30

-1
29

0

11
70

-1
06

0
13

90
-1

31
0

17
20

-1
62

0

42
0-

39
0,

32
0-

29
0

(c
h)

28
0-

26
0,

22
0-

18
0,

15
0-

14
0,

30
-1

0,
0-

0
69

0-
66

0
13

00
-1

26
0

U
sh

ik
ub

i B
 tr

en
ch

, W
es

t w
al

l (
m

irr
or

 im
ag

e)

f1
f2

f3
f4

1a
4a

5
4b

2a

4b
1c

f

1b

1d 4b
'

第
�
図
．
牛
首
ト
レ
ン
チ

�
西
壁
面
の
写
真
と

��
�
年
代
値
．

��
��

��
���

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

���
��

�
��

���
��

���
��

��
��

�
��

��
��

���
���

��
��

��
��

���
�

��
��

��
��

��
��

�
��

�



宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

126

宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

N
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 S
1

2
3

4
6

7
8

9

17
20

0-
16

59
0

(2
09

30
±9

0)
(2

08
20

±9
0)

12
35

0-
11

92
0

(w
)1

15
70

-1
13

30
11

58
0-

11
29

0
(w

)1
19

00
-1

18
70

12
90

-1
25

0
12

90
-1

25
0

(c
h)

12
50

-1
16

0
12

90
-1

25
0

27
40

-2
71

0,
25

80
-2

51
0

ス
ケ
ッ
チ
外
，

　
　
こ
の
層
準
よ
り

U
sh

ik
ub

i B
 tr

en
ch

, E
as

t w
al

l

f5
f1

f2
f3

f4

2a

2b
2c

5
4b

1a
3

2d
f

4a
4b

4a
'

第
�
図
．
牛
首
ト
レ
ン
チ

�
東
壁
面
の
写
真
と

��
�
年
代
値
．

��
��

��
���

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

���
��

��
��

��
��

���
��

��
��

�
��

��
��

���
���

��
��

��
��

���
�

��
��

��
��

��
��

�
��

�



牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－

127

3000-2880
2750-2730
3220-3070

1060-960
(w)940-910

960-920

1270-1180
(w)1060-960

3400-3350
1400-1320
(w)950-920

6500-6420

490-430,360-330
920-780
1320-1290
1570-1520

16500-15920

(21140±130)
(21370±130)
(21630±140)

((w)21540±130)
((w)21440±180)

NW                                                                                      SE
1               2               3              4               5               6               7              8               9

Photograph

Ushikubi A trench, NE wall

16120-15540
21330-20460

(21240±130)
(21210±130)
((w)21190±80)
((w)21010±80)
(21180±130)

(20780±120)

1
2a 3

6

2c

4a

5

4b

1

6
5

4b 4a'

fa

fb

2b

4a

fc

第 � 図．牛首トレンチ � 北東壁面の写真と ��� 年代値．
�������������������������������������������������������������������������������������������������



宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

128

宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

   18060-17390
(w)17730-17130
   18240-17560
   18010-17340
   17840-17160

(w)17730-17130

   16440-15830
(w)15970-15330
   16490-15870

3250-3140

12110-11680

NW                                                                                          SE
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

Mizunashi trench, SW wall (mirror image)

500-450

520-490
(p)550-525
3460-3380

8

12

3

5
6

7

9

10

11
3’

f1
f2

f4
f3 f

第 � 図．水無トレンチ南西壁面の写真と ��� 年代値．
������������������������������������������������������������������������������������������������



牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－牛首断層南西部地域の活動履歴調査（3）－牛首・水無トレンチ調査結果－

129

NW                                                                                        SE

Mizunashi trench, NE wall

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

5590-5470
5860-5830,5750-5670
6290-6180

930-900,850-810
1880-1810

740-680

8

1
2

1’
3

4
5

6
7

9

10

11
f

f1
f2
f3
f4

第 � 図．水無トレンチ北東壁面の写真と ��� 年代値．
������������������������������������������������������������������������������������������������



宮下由香里・吉岡敏和・桑原拓一郎・斉藤　勝・小林健太・苅谷愛彦・藤田浩司・千葉達朗

130

(yBP)

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

 Ushikubi site　                                Mizunashi site

West wall　　 East wall　　　       East wall　　　        West wall　 East wall　　 West wall　　　  East wall
Trench B                               Trench A

±σ ±2σ

West<

Event 1

>East

第 � 図．牛首 �，� トレンチ，水無トレンチの各層から得られた ��� 年代値と推定されるイベント時期．
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

Event 2

Event 3


